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1　緒言

　野菜類の経根吸収による放射性 Cs の吸収については、品

目毎に差があると報告されている 3）。しかし、実際に放射

性 Cs に汚染された土壌で栽培した野菜の品目毎の放射性 Cs

の吸収についての詳細な情報は少ない。本試験では、福島

県内で栽培される主要な野菜類を放射性物質に汚染された

灰色低地土で栽培し、品目毎、部位毎の植物体への放射性

Cs（134Cs および 137Cs）の移行について調査した。

2　試験方法

　福島県農業総合センターの野菜栽培ほ場（灰色低地土）で、

平成 23 年から平成 24 年にかけて 24 品目の野菜類を栽培し

た ( 表 1）。ニラ、カブ、イチゴ、ホウレンソウは、東京電

力福島第一原子力発電所の事故後にパイプハウスにフィル

ムを被覆し栽培し、それ以外の品目は露地栽培を行った。

イチゴおよびニラは平成 24 年 1 月から 3 月にかけて、そ

れ以外の品目は平成 23 年 6 月から 12 月にかけて採取した。

植物体試料は、可食部として食品衛生法で定められた部位

ならびに非可食部として可食部とならない地上部の各部位

を乾燥物とし、土壌試料は栽培後株元 15cm の深さで採取し

風乾とした。各試料は、U8 容器に充填し、3 反復で Ge 半導

体検出器により測定した。
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放射性物質に汚染された灰色低地土で24品目の野菜類を栽培し、放射性セシ
ウムの移行係数（以下TF）について調査した。野菜類の可食部の放射性Cs濃
度は、多くの品目において10Bq/㎏を下回る低い値であった。可食部のTFは、
いずれの品目も0.01以下であり、非可食部より小さい値であった。特に果菜類
や結球性葉菜類のTFは、0.001以下と極めて小さい値であった。エダマメおよ
びサツマイモの可食部の放射性Cs濃度が他の品目より高かったのは、栽培土
壌の交換性カリ含量が低かったことも要因の一つと考えられた。しかし、土
壌中の交換性カリ含量が高かった品目間でも、放射性Cs濃度には大きな差が
認められたことから、TFは品目によって大きく異なることが示唆された。
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3　試験結果

　栽培後土壌の放射性 Cs 濃度は、1,800Bq/kg から 6,900Bq/

kg の範囲であった（表 2）。

　野菜類の可食部の放射性 Cs 濃度は、エダマメにおいて

11.8Bq/kg、サツマイモにおいて 12.3Bq/kg であったが、そ

の他の品目は 10Bq/kg を下回る低い値であった（図 1）。可

食部の放射性 Cs 濃度は、いずれの品目においても非可食部

を下回った。可食部の TF は、いずれの品目も 0.01 以下で

あり、非可食部より小さい値であった（図 2）。特に果菜類

や結球性葉菜類の TF は、0.001 以下と極めて小さい値であっ

た。

　可食部の放射性 Cs 濃度が 10Bq/kg を超えていたエダマメ

およびサツマイモは、栽培後土壌の交換性カリ (K2O) 含量が、

エダマメにおいて 11.1mg/100 ｇ乾土、サツマイモにおいて

12.8mg/100 ｇ乾土と、他の品目に比べ特に低い値であった

（図 3）。
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4　考察

　本試験で栽培した野菜類の可食部の放射性 Cs 濃度は、多

くの品目において 10Bq/kg を下回る低い値であった。可食

部の TF は、いずれの品目も 0.01 以下であり、非可食部と

比べより小さい値であった。特に果菜類や結球性葉菜類の

TFは、0.001以下と極めて小さい値であった。これらの値は、

既に報告されている野菜類における土壌からの放射性 Cs の

TF の範囲内 1）あるいはそれ以下であった。

　可食部の放射性 Cs 濃度が 10Bq/kg を超えたのはエダマメ

およびサツマイモであった。栽培後土壌の交換性カリ (K2O)

含量は、エダマメおよびサツマイモでは 11 〜 13mg/100 ｇ

乾土程度と、他の品目に比べ特に低い値であった。栽培土

壌に含まれる交換性カリと植物が経根吸収する放射性 Cs と

の関係性は既に報告されているとおりであり 2）4）、エダマメ

およびサツマイモにおいて他品目より放射性 Cs の吸収が多

くなったことは、栽培土壌の交換性カリ含量が低かったこ

とも要因の一つとして考えられた。しかしながら、土壌中

の交換性カリ含量が高かった品目でも、放射性 Cs 濃度には

大きな差が認められたことから、野菜類の TF は品目によっ

て大きく異なることが示唆された。
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